
王子総合高等学校　令和５年度　年間授業計画
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（1・6組：酒井　時彦）（2・4組：橋本　英里香）（3・5組：寺崎　貴哉）

〇

B 交通事故防止の取り組み
【知識及び技能】
　交通事故を防止するには、車両の特性
の理解、安全な運転や歩行など適切な行
動、自他の声明を尊重する態度、交通環
境の整備が関わること、交通事故を起こ
した際の責任が伴うことが理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
交通安全に関する原則や概念に着目して
危険の予測やその回避の方法を考えそれ
らを表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組み、学んだことを
実生活に生かすことができる。

C　安全な社会の形成
【知識及び技能】
安全な社会づくりには自他の安全を確保
する行動と、社会の取り組みが必要であ
ることを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
自助、共助、公助の重要性を理解し表現
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
安全な社会生活について関心を持ち、自
主的に学習に取り組むことができる。

・安全な社会をつくるために必要
な個人の取り組みを理解させる。
・全ての人たちの安全を確保する
ために必要な環境の整備について
理解させる。

【知識・技能】
自他の安全を確保する行動と安全を確保する
社会の取り組みが必要であることを理解でき
る。
【思考・判断・表現】
比較したり、分類したり、まとめたりするな
どして、それぞれの項目を判断し、説明して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全な社会生活について関心を持ち、自主的
に学習に取り組んでいる。

○ 2

【思考力、判断力、表現力等】

自己や他者の課題に向き合い、健康の管理・維
持の方法について考え、伝えることができる。

○ 〇 2

配当
時数

○ ○ 2

○

〇

〇 〇 〇 2

○

【知識・技能】
心肺蘇生法の手順について整理し、理解する
ことができる。
【思考・判断・表現】
積極的な救助に必要な事を説明することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組み、自己の考え

〇 〇 〇 2

E　心肺蘇生法
【知識及び技能】
心肺蘇生法の適切な手順について理解す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
心肺蘇生法について速やかに適切な方法
を選択することや、複数人数での対処に
応用することができる。

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。
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【知識及び技能】

個人及び社会生活における健康・安全について理解
を深めることができる。また、健康の管理・維持の
方法を実践し、課題の改善に向けて繰り返し挑戦す
ることができる。

知 思 態

【 知　識　及　び　技　能 】

個人及び社会生活における健康・安全に関心
を持ち、積極的に学ぼうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

新高等保健体育/大修館書店

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに、健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

保健

・心肺蘇生法の意義や方法、手順
について理解することができる。
・心肺蘇生法ができるようにな
る。

D　応急手当の意義と救急医療体制
【知識及び技能】
応急手当は病気や怪我の悪化を軽減で
き、適切な手順と方法があることを理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の救急医療体制について自他や社会
の現状を分析したり応用することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組み、学んだことを
実生活に生かすことができる。

・応急手当の意義とその手順や方
法を身に付ける必要性について理
解できる。
・救急医療体制の仕組みと社会的
整備の必要性、適切な利用法につ
いて理解できる。

【知識・技能】
応急手当の意義について理解することができ
る。
【思考・判断・表現】
積極的な救助に必要な事を説明することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組み、自己の考え
を表現している。。

・交通事故には個人の取り組みと
交通環境の整備が必要であること
を理解させる。
・交通事故には補償など法的責任
が生じることを理解させる。

【知識・技能】
　各項目の正しい知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
比較したり、分類したり、まとめたりするな
どして、それぞれの項目を判断し、説明して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ディスカッションや課題などの活動を通して
学習に主体的に取り組もうとしている。

１
学
期

保健体育 保健

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

A 自己の現状と発生要因
【知識及び技能】
　事故は様々な場面で発生し、事故の発
生には人的要因也環境要因などが関わっ
ていることを理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
事故の実態や原因を整理したり、社会の
中で発生する事故を分析したりして、そ
れらを表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
事故の考えを他者に伝えることができ
る。

・様々な場面で起こる事故とその
被害の実態について理解させる。
・事故の発生には人的要因と環境
要因が関係していることを理解さ
せる。

【知識・技能】
　事故の実態について理解したことを書き出
している。
【思考・判断・表現】
事故の実態や原因を整理したり、事故を分析
したりしてそれらを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
仲間と協力して学習している。



2

F 加齢と健康
【知識及び技能】
加齢による心身の変化や高齢期の健康課題
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
若者と高齢者が社会において交流し互いを理

・加齢による心身の変化や、高齢期の
健康課題について理解する。
・若年期の生活習慣が中高年期の健康
に影響することを理解する。

【知識・技能】
高齢期の健康に影響する若年期の具体的な生活習
慣を理解できている。
【思考・判断・表現】
若者と高齢者が互いを理解する具体的な方法を考
え説明している。

3

〇 2

E　家族計画
【知識及び技能】
家族計画の意義とその重要性について理解
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
家族計画を立てる際に起こり得る課題を発
見し、その対策について考え適切な方法を
s根卓志説明できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに学んだこ
とを実生活に生かそうとしている。

・家族計画の意義について理解す
る。
・人工妊娠中絶が心身へ与える影響
について理解する。

【知識・技能】
家族計画や人工妊娠中絶について正しい知識を
持っている。
【思考・判断・表現】
自分の置かれている状況を理解し、適切な家族
計画を選択し説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組もうとしている

〇 〇 〇

D　妊娠・出産と健康
【知識及び技能】
受精から出産までの過程とそれに伴う健康
課題について理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
妊娠や出産の過程で起こりうる健康課題の
対策について考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに学んだこ
とを実生活に生かそうとしている。

・受精、妊娠、出産の過程とそれに
伴う健康課題について理解する。
・妊娠・出産期に活用できるもし保
健サービスについて理解する。

【知識・技能】
受精から出産までの過程とそれに伴う健康課題
について理解できるようにする。
【思考・判断・表現】
妊娠や出産の過程で起こりうる健康課題の対策
について考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組もうとしている。 〇 〇

〇 2

C　結婚生活と健康
【知識及び技能】
夫婦や親子の良好な関係を築き、安定した
結構生活を送るために必要な要因について
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
妊娠や出産、育児を含む結婚生活における
健康課題を発見し、その対策について考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに学んだこ
とを実生活に生かそうとしている。

・結婚生活と健康との関係について
理解する。
・結構生活における夫婦関係、親子
関係による健康への影響について理
解する。

【知識・技能】
結婚生活における良好な夫婦関係や親子関係が
もたらす家族への影響について整理することが
できる。
【思考・判断・表現】
妊娠や出産、育児を含む結婚生活における健康
課題を発見し、その対策について考えを深める
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組むとともに、自己
の考えを積極的に発信している。

2
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期

〇 〇 〇 2

B　性意識の変化と性行動の選択
【知識及び技能】
自分の行動への責任感や性の在り方の理解
と尊重の必要性を理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
性に関する意思決定・行動選択の課題を発
見し、その適切な方法を選択することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに学んだこ
とを実生活に生かそうとしている。

・自分の行動への責任感や異性の理
解と尊重の必要性について理解す
る。
・性行動の選択には性情報への適切
な対処が必要であることを理解す
る。

【知識・技能】
高校生における性情報の入手先を整理し、その
特徴について理解できている。
【思考・判断・表現】
性に関する意思決定と行動選択の課題を発見
し、その対策について考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に主体的に取り組むとともに、1人1人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にしようとしてい
る。

〇 〇

F 日常的な応急手当
【知識及び技能】
止血、冷却、固定などの基本的な応急手
当の方法や手順を理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
直面した病気や怪我を悪化させないため
の適切な方法を選択し、速やかに対応す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに、学ん
だことを実生活に生かそうとしている。

・日常で起こる怪我の基本的な応
急手当の方法を理解し、できるよ
うにする。
・熱中症の予防及び基本的な応急
手当の方法を理解し、できるよう
にする。

【知識・技能】
怪我の応急手当や熱中症の予防策について整
理し理解できている。
【思考・判断・表現】
応急手当を実践することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組み、自己の考え
を表現している。

A 思春期と健康
【知識及び技能】
性ホルモンの働き、思春期に起こりやす
い健康問題について理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
思春期における健康問題や悩みを発見
し、その対策について考え、適切な方法
を選択し説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに学んだ
ことを実生活に生かそうとしている。

授業に対して積極的に取り組み、自己の考え
を表現している。

〇 〇 〇 2

・思春期における心身の発達や性
的成熟について理解する。
・思春期に起こりやすい健康課題
について理解する。

【知識・技能】
ホルモンの働きや体の変化について理解でき
ている。
【思考・判断・表現】
思春期に抱える健康課題を分析し、その適切
な対策について思考している。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組み、自己の考え
を表現している。

〇 〇 〇

〇〇 〇 2

応用することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに、学ん
だことを実生活に生かそうとしている。
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D 環境衛生に関わる活動
【知識及び技能】
安全な水と私たちの健康のかかわりについて
理解している。
【思考力、判断力、表現力】
上下水道の役割と仕組みについて考え健康
問題への対策について考えることができる。
【学び向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに学んだことを
実生活に生かそうとしている。

・安全な水の確保のために必要な上下
水道の整備の現状と課題について理解
する。
・生活環境を保全するためのごみ処理
の現状と、今後の課題について理解す
る。

【知識・技能】
安全な飲み水の供給と汚水の処理について正しい
知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
環境衛生に関わる健康課題について考え、その対
策について説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組むとともに、自己の考
えを積極的に発信している。

〇 〇 〇

若者と高齢者が社会において交流し互いを理
解する具体的な方法を考え説明することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに学んだことを
実生活に生かそうとしている。

え説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組むとともに、自己の考
えを積極的に発信している。

〇 〇 〇 2

A　働くことと健康
【知識及び技能】
働くことの意義と働きかたの多様性について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
働き方が多様化している現代におけるH太楽
ヒトの健康課題を説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに学んだことを
実生活に生かそうとしている。

・働くことの意義と働き方の多様化につ
いて理解する。
・働く人における健康問題について理解
する。

【知識・技能】
意義や働き方の変化について正しい知識を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
働く人の健康課題の現状を理解し整理することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組むとともに、自己の考
えを積極的に発信している。

〇 〇

B　大気汚染と健康
【知識及び技能】
大気汚染における健康への影響について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
大気汚染に関わる健康問題について考え、そ
の対策を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに学んだことを
実生活に生かそうとしている。

・大気汚染による健康への影響につい
て理解する。
・地球規模で起きている大気環境の問
題について理解する。

【知識・技能】
大気汚染について正しい知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
大気汚染による健康課題について考え、その対策に
ついて説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組むとともに、自己の考
えを積極的に発信している。

〇 〇 〇 3

C 水質汚濁・土壌汚染と健康
【知識及び技能】
水質汚濁及び土壌汚染による健康への影響
について理解している。
【思考力、判断りょじゅ、表現力等】
健康問題について考えその対策を考えること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に取り組むとともに学んだことを
実生活に生かそうとしている。

・水質汚濁による健康への影響につい
て理解する。
・土壌汚染による健康への影響につい
て理解する。

【知識・技能】
水質汚濁及び土壌汚染について正しい知識を身に
つけている。
【思考・判断・表現】
健康問題について考え、その対策について説明する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に対して積極的に取り組むとともに、自己の考
えを積極的に発信している。

〇 〇 〇 3

〇 2


